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【6.6.3.4】中国における特許を対象にした侵害防止調査                                    

 

 

 

 

 

1）調査ツールの選択                                                                

中国特許、実用新案は、中華人民共和国国家知識産権局（以下、SIPO）が提供する CNIPR と

PSS-System、日本国特許庁(以下、JPO)が提供する「中韓文献翻訳・検索システム1」、欧州特許

庁(以下、EPO)が提供する Espacenet、世界知的所有権機関(以下、WIPO)が提供する

PatentScope などに収録されており、いずれを利用してもキーワード（以後 KW）検索や分類検索を

行うことが可能であるが、今回は、請求項機械翻訳機能が必要になってくることを考慮し、有料ユーザの

み使用可能やユーザ登録必要、或いは要約のみ翻訳可能というような制限を有する CNIPR と

PSS-System ではなく、無料かつユーザ登録不要でありながら、文献の収録範囲が広く、検索 KW の

範囲が発明の名称、要約だけでなく、請求項、全文まで検索可能であり、また論理検索（KW などの

AND 検索や OR 検索）ができること、HIT した文献全文を英語に翻訳する機能が備わっている WIPO

の PatentScope を利用した事例を紹介する。 

2）検索事例                                                                      

PatentScope の検索画面は下記 URL から接続することができる。日本語版以外にもモバイル版、英

語版、ドイツ語版、中国語版など複数のインターフェースが用意されている。また、検索画面には 4 つの検

索モードが用意されているので目的に合わせてモードを選択する。 

https://patentscope.wipo.int/search/en/search.jsf 

◆検索モードの紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
1 URL：http://www.ckgs.jpo.go.jp/full_text からアクセスが可能。収録範囲は発行日ベースで 2003 年以降

であるが、日本語 KW で名称、要約、請求項、全文を対象に検索が可能で、公報の内容についても日本語で確認がで

きる。 

自社で開発した商品を中国で販売したい。特許侵害で訴えられ

ることは避けたいが、どうしたら良いか？ 

Q 

簡易検索：フルテキストや氏名(名称)など 8 種類の検索フィールドから 1 つを選んで検索

を行う。 

詳細検索：検索ボックスに検索語、検索式、フィールドコードなどを指定した検索構文を

入力して、複数の条件を組み合わせた検索を行う。 

構造化検索：発明の名称や要約など複数の検索フィールドでそれぞれ検索条件を指定

し、それらの条件を組み合わせた検索を行う。 

多言語検索：入力した検索用語を自動的に 12 言語に翻訳し、その全てを使って特許

文献の検索を行う。 

https://patentscope.wipo.int/search/en/search.jsf
http://www.ckgs.jpo.go.jp/full_text
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今回は、複数の検索項目を設定でき、より目的に近い検索ができることから「構造化検索」モードを選択

した事例を紹介する。 

 

◆調査目的および調査対象 

調査対象例として下記の調査目的および開発技術を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査目的：以下の技術を開発した。中国において製品を販売したいので他者特許を侵害しないか確認する 

 

＜自社開発技術＞ 

製品概要 

高い親水性の部分を有するクラブヘッド 

製品の構成 

開発したグラフヘッドは下記の構成を有する 

①打撃面及び溝部を有するフェース部 

②溝部は打撃面より高い親水性を有する 

 

言語切替 

4 つの検索モードが用意されている 

KW 検討用 
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◆予備検索・準備編 

調査を行う前に、該当技術に対応する特許分類の選定や、適切な KW を特定しておく必要がある。

KWについては、PatentScopeの機械翻訳ツールを利用して中国語のKWを特定しておく必要がある。 

 

①該当技術に対応する特許分類の特定 

まずクラブヘッドに関連する特許分類を見つけることから始める。 

 

特許分類の定義や周辺の特許分類は独立行政法人工業所有権情報・研修館が提供する「特許情

報プラットフォーム J-PlatPat」の「パテントマップガイダンス（PMGS）」を利用することで参照できる。 

https://www5.j-platpat.inpit.go.jp/pms/tokujitsu/pmgs/PMGS_GM101_Top.action 

 

パテントマップガイダンスの KW 検索にてまず【クラブヘッド】と入力して検索したが検索結果は 0 件だった。

そこで、その上位概念である【ゴルフクラブ】で検索したところ、下記のような IPC が抽出された。 

ゴルフクラブ 

溝部（親水性が高い） 

フェース部 

打撃面（親水性が低い） 

クラブヘッド 

https://www5.j-platpat.inpit.go.jp/pms/tokujitsu/pmgs/PMGS_GM101_Top.action


pg. 4 
 

 

さらに、画面右側にある「A63B53/00」をクリックすると、その下位分類が表示される。 

[パテントマップガイダンス（PMGS）の IPC 一覧表示より抜粋] 

 

調査の目的や狙いなどを考慮して、調査対象とする技術範囲を適切に設定する必要がある。そのために

は、技術範囲に対応する適切な特許分類の設定を行うことが必要になる。今回は、クラブヘッドの概念と、

親水性の概念を両方含む必要があるが、特許分類としてはクラブヘッド関連の分類である A63B53/02、

A63B53/04、A63B53/06 を検索対象とする。 

 

②技術用語の特定（中国語） 

まず、日本語の KWに対して考えられる英語の KW を設定し、そのうえで、PatentScopeにある機械翻

訳機能により中国語 KW を決定する。 

  KW 

発明（必須構成要件） 日本語 KW 英語 KW 中国語 KW 

クラブヘッド（前提技術） クラブヘッド club head 球杆头 

親水性が高い部分（特徴技術） 親水 hydrophilic+ hydrophily 亲水 

調査対象集合は、前提技術と特徴技術を掛け合わせることで作っていく。 
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中国語 KW の検討について、下記画面で説明する。 

 

PatentScope 検索画面において、上部の「翻訳」→「翻訳支援機能（発明の名称と要約）」の順に

クリックすると、下記画面に進むことができる。 

 

中国語 KW 



pg. 6 
 

この画面において、「Text to be translated」ボックスに英語 KW を入力し、「Language pair」プルメ

ニューにある「English→Chinese」を選択してから「Translate」ボタンをクリックすると、対応する中国語

KW が左下に表示される。 

 

今回の事例の場合、掛け合わせについては、以下のように設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜検索方針＞ 

①IPC 特許分類：A63B53/02+A63B53/04+A63B53/06（前提技術） 

②KW1：クラブヘッド（前提技術） 

③KW2：親水（特徴技術） 

検索式＝（① or ②） and ③ 

前提技術 特徴技術 

集合 1 

IPC 特許分類：クラブヘッド（A6

3B53/02+A63B53/04+A63

B53/06） 

集合 2： 

KW1：クラブヘッド 

集合 3： 

KW2：親水 

対 象 集 合 
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◆実践編 

実際の検索画面の入力方法について説明する。 

今回 PatentScope を利用して上記対象集合を作るには、以下のとおり、３つのステップが必要である。 

 

ステップ１ 

 

 

上記画面のように、まず言語を中国語に変える。 

集合（① or ②） 
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そして、前記検索方針にある①IPC 特許分類（入力例：”A63B53/02” or “A63B53/04” or 

“A63B53/06”）を「国際特許分類」に入力し、②KW1（入力例：”球杆头”）を「フルテキスト（中

国語）」に入力し、論理演算を「または」に変えてから「検索」ボタンをクリックすると、（① or ②）の集

合が表示される。 

 

ステップ２ 

 

画面のように、「絞り込み検索」ボックスにある検索式を下記のように変えてから（赤字は追加部分を示

す）再度「検索」ボタンをクリックすると、（① or ②）and ③の集合が表示される。 

 

(IC:("A63B53/02" or "A63B53/04" or "A63B53/06") OR ZH_ALLTXT:"球杆头" ) AND 

ZH_ALLTXT:"亲水" 

 

上記赤字部分における()、AND 及び"ZH_ALLTXT:"亲水"は、それぞれ前記対象集合の()、and 及

び③と対応する。赤字部分における ZH_ALLTXT:はフルテキスト（中国語）を意味する。 

 

 

 

 

集合（① or ②）and ③ 

クリックすると詳細が確認できる 
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ステップ 3 

 

画面のように、「絞り込み検索」ボックスにある検索式を下記のように変えてから（赤字は追加部分を示

す）再度「検索」ボタンをクリックすると、優先日の日付の限定が行われる。 

 

(IC:("A63B53/02" or "A63B53/04" or "A63B53/06") OR ZH_ALLTXT:"球杆头" ) and 

ZH_ALLTXT:"亲水" and PD:[01.01.1997 TO 31.12.2016] 

 

上記赤字部分は、調査を実施する時点から起算して 20 年間の期間を優先日として限定する2ことを意

味する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
2
特許の権利期間は出願から 20 年であるため。 



pg. 10 
 

以下、フルテキスト（中国語）の演算子を例として、事前にフルテキスト（中国語）や優先日などの演

算子が分からなくても入力できる方法を説明する。 

 

 

「絞り込み検索」ボックスにおいて、上記ステップ１の検索式の後に SPACE キー、AND、SPACE キーの

順に入力すると、プルダウンメニューが自動的に表示される。このプルダウンメニューにある「フルテキスト

（中国語）」を選択すると、フルテキスト（中国語）を意味する演算子が自動的に「絞り込み検索」ボ

ックスに追加される。 
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集合にある公報を 1 件ずつ確認する場合は、番号の箇所をクリックすると下記のように詳細が確認でき

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、特許の権利範囲を確認する場合は、下記「請求の範囲」ボタンをクリックすると中国語全文が表

示される。侵害防止目的の場合、特許の権利範囲を規定する特許請求の範囲を確認することが重要

である。 
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ここでは中国語特許請求の範囲の英語機械翻訳を確認する方法を紹介する。 

 

 

 

画面の上部にある「自動翻訳」→「Wipo Translate」→「英語」の順に選択すると、中国語特許請求

の範囲の英語機械翻訳が表示される。  

 

英語機械翻訳 
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これらの HIT 文献を 1 件ずつ確認していくと、以下のような公報を見出すことができる。 

 

本特許について、公報の請求項と図面を元に開示している内容を説明する。 

ゴルフクラブヘッド（14）であり、下記の構成を備えている。 

A. 打撃面（26） 

B. 複数の溝（27） 

C. 打撃面（26）の周辺を取り囲む溝（27）はより高い親水性を有する 

 

この特許は開発技術を包含する内容（上記開示内容の A、B、C、）が記載されていることがわかった。 
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◆まとめ 

以上のように、自社の開発製品の構成要件（前提技術と特徴技術）を検索式に組み込み、HIT した

公報の内容（特に請求項）を確認することで、開発製品に近い内容を特許請求している特許を把握

することができる。 

製品を販売する前に侵害防止調査を実施すれば、特許侵害で訴えられる事態を未然に防ぐことができ

る。 

 

特許の権利は、特許請求の範囲（別の表現では請求項あるいは Claim）に記載されている内容であ

るため、侵害防止調査は、基本的には請求項を対象に判断する。しかしながら請求項は上位概念化さ

れた語や特殊な言い回しが用いられることも多い。そのため検索時の漏れを防ぐために、請求項に限定し

た KW 検索だけではなく、要約あるいは全文を対象とした KW 検索を実施することが望ましい。 

 

今回のように日本語や英語以外の言語の場合は、原文を読むことが難しいことが想定される。機械翻訳

を利用してある程度は内容の確認が可能であるが、より精緻に内容確認する場合は、人手による正確

な翻訳を行う、弁理士などの専門科に鑑定を依頼するなども有効である。 

 

 ◆検索するときは、請求項以外も対象にする（要約あるいは全文も対象とする） 

 ◆査読するときは、請求項を対象にする 

 ◆機械翻訳の内容だけで判断せず、人手による正確な翻訳を確認する、専門家に鑑定を依

頼するなども検討する 

 

 

 

 

 

 

検索時の漏れを防ぐために、請求項に加え要約や全文も検索対象とすることが

望ましい。 

侵害の可能性については請求項の内容を検討する必要があるため、内容の近い

特許が見つかった場合には、必ず請求項を確認する。 

PatentScope はテキスト情報が原語で収録されているので検索をする際には

検索言語の指定および KWの言語設定を適切に行うことが重要である。 

Point 


